
子ども家庭支援論
Children ａｎｄ Family Support330321055 山﨑典子 専門 2 必修 2前期

科目の概要

子育て家庭に対する支援の意義と役割や目的と機能を理解し、保育の専門性を活かした子ども家庭支援の意義と基本につい
て学ぶ。そして、子育て家庭に対する支援の体制(社会資源)について学び、子育ての支援者に必要な知識を学修する。それ
らを踏まえた上で、子育て家庭のニーズに応じた多様な支援の展開と子ども家庭支援の現状、課題についての認識を深め
る。DP２に示されている保育現場での課題を知り、保育者として求められる子育て支援者の資質について知らせていく。

学修内容 到達目標

①  子育て家庭に対する支援の意義・目的を学ぶ。
②  保育の専門性を活かした子ども家庭支援の意義と基本
について学ぶ。
③ 子育て家庭に対する支援の体制の様々な情報を調べ、
その内容について学ぶ。
④ 子育て家庭のニーズに応じた多様な支援の展開と子ど
も家庭支援の現状、課題について学習する。
⑤ 事例研究をする中で子育て世代の問題点を知る。

① 子育て家庭に対する支援の意義・目的を説明できる
② 保育の専門性を活かした子ども家庭支援の意義と基本
について説明できる。
③ 子育て家庭に対する情報を活用し、支援の体制につい
て説明でき、活用することができる。
④ 子育て家庭のニーズに応じた多様な支援の展開と子ど
も家庭支援の現状、課題について説明できる。
⑤ 様々な事例から問題点を読み取ることができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 課題をするのに必要な知識について、教科書・文献を使って自己学修をすることができ
る。

働きかけ力

実行力 与えられた課題を期限までに仕上げることができる。様々な関係機関に自ら足を運び話を
聞いたり資料をいただき、自らのテーマに添いまとめることができる。

考え抜
く力

課題発見力 思い込みや憶測でなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができ
る。

計画力

創造力 物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができ
る。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

整理した内容を、的確な文章で表現できる。

人の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせず、授業が円滑に進行す
るようルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

（テキスト）ななみ書房『実践　子ども家庭支援論』
　適宜プリント配布
赤ちゃんポスト「こうのとりのゆりかご」の動画

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：保育の心理学、子ども家庭支援の心理学、教育心理学、
資格との関連：保育士

学修上の助言 受講生とのルール

基本的には講義形式で進める。事前学習を行い、積極的に講義に参
加することを期待する。
配布された資料は丁寧にまとめ、授業内容は整理し講義ノートにま
とめること。授業を通して、親であることの責任と子育ての楽しさ
を感じ取ってもらいたいと思う。

・授業中の私語は慎み、授業中に寝ていて、授業に参加していないと判
断した場合は欠席とする。
・予習・復習をして授業に臨む。
・遅刻（遅刻３回を欠席１回）や欠席はしないように心がける。
・携帯電話は必要なとき以外には鞄の中にしまっておくよう心がける。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

達成目標①から⑤について、テキスト以外の文献等も使
い、課題について主体的に取り組むことができる。さら
に、筆記試験において、子ども家庭支援の基本概念や語句
の理解、自身の見解を論理的な文章で論じ、グループワー
クでは、チームで働く力が大いに発揮できている。また、
授業内での発言等において、発信力を意識した発言を心が
けている。

達成目標①から⑤について、テキスト以外の文献等も使
い、課題について主体的に取り組むことができる。さら
に、筆記試験において、子ども家庭支援の基本概念や語句
の理解、自身の見解を論理的な文章で論じ、グループワー
クでは、チームで働く力が発揮できている。また、授業内
での発言も積極的である。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

50

到達目標の①②③④⑤に対して、具体的な内容の理解ができてい
る。保育者として、子育て家庭に対する支援のあり方を理解ができ
ている。② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

20

・課題に沿って、自分の意見を集約しまとめ、教科書以外の参考文
献からも学びを深める。
・関連支援機関を自ら調べ作成する。② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ✓

20

・多様な支援ニーズについてグループでテーマを決め、テーマに
沿った内容を調べ、発表をする。
・特に、チームで働く力が発揮できているかを評価する。② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）テキスト以外の文献・事例を見て、積極的に学ぶことができる。
（実行力）支援のあり方について真剣に考えることができる。
（課題発見力）問いかけに対して取り組みながら、様々な視点から支援のあり
方を考えることができる。
（創造力）発問において自分なりの考えを持つことができる。
（発信力）必要な時に、意見を述べたり、発表したりできる。
（傾聴力）話を聞いてメモを取ったり、またあいづちやうなづきなど話を聞く
姿勢ができている。
（規律性）遅刻、私語をせず、また課題提出日を守り、活発なグループワーク
をし、スムーズな授業進行に協力できる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



達成目標①から⑤について、テキスト以外の文献等も使
い、課題について主体的に取り組むことができる。さら
に、筆記試験において、子ども家庭支援の基本概念や語句
の理解、自身の見解を論理的な文章で論じ、グループワー
クでは、チームで働く力が発揮できている。また、授業内
での発言も積極的である。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
・保育園での実例から
今の社会の問題点を考
察する。

講義 子育て家庭の現状をし
り、自分なりに課題を
見つけることができ
る。

（予習）
難しい家庭支援のあり方
について、教科書のはじ
めにを読んだり今までの
授業内容で学修したこと
を振り返りをする。
(復習）
子育て世代の現状をプリ
ントにまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

第1章
「子ども家庭支援の意
義と役割」
・その必要性と家族の
変化

講義 現代の子育てにおける
様々な困難を知ること
ができる。

（予習）
教科書　第１章１・２
を読み授業に臨む
（復習）
教科書以外の資料を準
備し、討論できるよう
準備をする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

第1章
「子ども家庭支援の意
義と役割」
・様々な現代社会にお
ける子育て困難につい
て

講義
ペアーワーク

様々な困難な子育て事
情からグループで話し
合うことができる。

（予習）
教科書　第１章３を読
み授業に臨む。
（復習）
ペアー内の討論内容を
講義ノートやプリント
にまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

第２章
「保育士による子ども
家庭支援」
・子ども家庭支援の目
的・支援

講義 それぞれの支援対象と
内容について理解する
ことができる。

（予習）
教科書　第２章１を読
み授業に臨む。
（復習）
コラムや⚫やってみ
ようの内容についてプ
リントにまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

第２章
「保育士による子ども
家庭支援」
・保育士に求められる
基本的態度
・人の気持ちを理解す
るための基本的な態度

講義
グループワーク
やってみようのフィー
ドバック

保育者と保護者のやり
とりの事例に基づき、
基本的な考え方と態度
を理解することができ
る。

（予習）
教科書第２章３を読み授業
に臨む。
保育士に求められる基本的
態度⚫について考える。
（復習）
やってみようの課題に対し
シミュレーションしてみ
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

第２章
「保育士による子ども
家庭支援」
・育児モデルとなる伝
承の育児法

講義
グループワーク

どのような伝承的育児
があるのか、自ら調
べ、グループ内で共有
する。映像を見て意見
の交換をすることがで
きる。

（予習）
教科書　第２章４を読み授
業に臨む。
育児モデルとなる伝承の育
児法にちて調べる。
（復習）
育児モデルとなる伝承の育
児法について調べる。
調べたことをクラスルーム
に提出する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

第３章
「多様な支援の展開と
関連機関との連携」
・保育園利用家庭への
支援
・相互理解と信頼関係
の形成を事例から考え
る

講義
グループワーク

事例を検証しながら、
自分が保育者であった
ら、どの様にしたら良
いのかをグループ内で
検討することができ
る。

（予習）
教科書　第３章１・２
を読み授業に臨む。
（復習）
グループで話し合った
内容を講義ノートにま
とめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

第３章
「多様な支援の展開と
関連機関との連携」
・地域の子育て家庭へ
の支援
・父親の子育て支援
・要保護児童家庭への
支援

講義
グループワーク

事例⚫やってみよう
から様々な支援のあり
方を学修し、グループ
内で検討をし、要点を
まとめることができ
る。

（予習）
教科書　第３章３・４
を読み授業に臨む。
地域の子育てについて
調べる。
（復習）
グループで話し合った
内容をプリントにまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

第３章
「要保護児童家庭への
支援」

講義
グループワーク
やってみようのフィー
ドバック

支援のあり方を講義の
内容から掴み取り、グ
ループで深く学修した
いことを検討できるよ
うに、自らの考えをま
とめることができる。

（予習）
教科書　第３章５を読
み授業に臨む。
（復習）
グループで話し合った
内容をプリントにまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

第４章
「子育て家庭に対する
支援の体制」
・エンゼルプランから
考える社会の歪み
・赤ちゃんポストから
学ぶ赤ちゃんポスト
「こうのとりのゆりか
ご」の動画

講義
グループワーク
様々な支援機関を調べ
る

地域の子育て支援事業
を調べその内容につい
て理解する。
グループで調べた内容
について要約しまと
め、発表できる様にレ
ポートができる。

（予習）
教科書第４章１・２の１〜
６を読み授業に臨む。
グループでの円滑な話し合
いができるよう、自ら前
もって調べてたりする。
（復習）
グループの検討したことを
講義ノートにまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

・赤ちゃんポストの振
り返り
・様々な関係機関の子
育て支援について調べ
考える。

講義
グループワーク
様々な支援機関を調べ
る

地域の子育て支援事業
を調べその内容につい
て理解する。
グループで調べた内容
について要約しまと
め、発表できる様にレ
ポートができる。

（予習）
グループでの円滑な話
し合いができるよう、
自ら前もって調べてた
りする。
（復習）
グループの検討したこ
とをプリントにまとめ
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

「子育て家庭に対する
支援の体制」
から学び取った内容を
プレゼンテーションす
る。

プレゼンテーション 具体的に調べられ、わ
かりやすく資料を整え
ることができる。
他のグループの内容に
ついて興味を持ち自ら
の学修に生かすことが
できる。

（予習）
円滑なプレゼンテー
ションができるよう下
準備をする。
（復習）
他のグループの内容を
講義ノートにまとめ、
自分の知り得なかった
情報をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

保育現場での支援のあ
り方
・様々な事例から考え
る

講義
ペアーワーク

今一度子育て世代への
支援の必要性を理解す
る。

（予習）
教科書第４章２の７〜１
２を読み授業に臨む。
（復習）
⚫やってみようの課題
を行う。
事例から導き出した支援
の方法をプリントにまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

保育現場での支援のあ
り方
・様々な事例から考え
る
今後の子育て支援の政
策動向と課題

講義
ペアーワーク
やってみようのフィー
ドバック

諸外国の子育て支援の
あり方から、我が国の
状況を客観的にとらえ
ることができる。

（予習）
教科書第４章３を読み
授業に臨む。
（復習）
事例から導き出した支
援の方法をプリントに
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

子育て家庭対する理解
や子育て家庭に対する
支援の意義・目的、保
育者としての関わり

講義 今までの授業の中か
ら、保育者としてどの
ように支援することが
できるのか、考え、ま
とめることができる。

（予習）
子育て家庭に対する支援の
意義・目的、保育者として
の関わり（について考えを
まとめる
（復習）
自分の理解できたことを次
の学修に活かすことができ
るよう、講義ノートにまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


